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2-2 路線の重要性の評価 

2-2-1 計画対象施設の路線状況 

 

計画対象施設の路線状況（幹線道路・緊急輸送路・通学路・バス路線等への該当）は「2-1-3

対象施設一覧表」を参照。 

また、次頁に幹線道路一覧を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 43 - 

 

幹線道路一覧 
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重要度に関する指標

②被害波及性
補修難易度

①利用性
③構造性
耐久性

2-2-2 路線の重要性の評価（諸元重要度） 

維持管理を行っていく上では、予算の平準化とコスト縮減を考慮しなければならないため、

補修等の優先順位を設定する必要がある。優先順位設定の指標のひとつとして、施設の立地条

件や橋長、利用者への影響等を評価した「諸元重要度」を用いる。 

 

(１) 諸元重要度の設定 

諸元重要度は次頁に示す諸元項目毎の重み係数と評価項目毎の評点を設定し、加重平均によ

り諸元重要度を 100 点満点で算出する。諸元項目は次の 3つの指標を用いる。「①利用性」は

緊急輸送路・幹線道路等の路線利用状況等を評価する。「②被害波及性、補修難易度」は施設

の交差状況及び施設の構造状況を評価し、「③構造性、耐久性」は橋長や適用示方書等を評価

する。 
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重み 評価項目 評点

0.40

区域内 100

区域外 0

迂回路 無し 100

の有無 有り 0

緊急輸送路 100

幹線+バス+通学 100

幹線+バス 99

幹線+通学 81

バス+通学 20

幹線道路 80

バス路線 19

通学路 1

その他 0

0.50

鉄道 100

道路(緊急輸送路) 100

道路(その他) 95

その他 45

0.10

50m≦L＜30m 100

30m≦L＜50m 95

10m≦L＜30m 90

15m＜L＜10m 30

～S53道示 100

S55道示～H2道示 50

H6道示～ 20

パイルベント橋脚 100

その他 0

　橋長 0.07

　適用示方書

　下部工形式 躯体構造形式

0.02

0.01

0.34

 被害波及性,補修難易度

　交差状況 0.50

 構造性、耐久性

路線利用状況

緊急輸送路

幹線道路

バス路線

通学路

諸元項目

 利用性

沿道状況 0.01

代替性 0.05

人口集中

地区(DID)

(２) 諸元重要度の項目と重み 

本計画では、「利用性」と「被害波及性、補修難易度」の路線の利用状況に即した重みを設

定した。重み付けでは、緊急輸送路・幹線道路等の「①利用性：路線利用状況」及び鉄道等へ

の「②被害波及性、補修難易度：交差状況」を重視して設定した。 

 

路線利用状況では、緊急輸送路や幹線道路、バス路線等組合せも考えられるため、利用状況

に応じて評点を分けた。 

交差状況では、鉄道、道路（緊急輸送路、その他）、その他で区分した。 

構造性，耐久性では、橋長は 10m 未満とそれ以上を明確に区分した。適用示方書は耐震基準

が大きく変更された昭和 55 年制定道路橋示方書、活荷重の基準が変更された平成 6 年改訂道路

橋示方書を基準として区分した。 
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(３) 諸元重要度順位 

橋梁の諸元重要度順位を次頁に示す。 
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